
平成30年 1月 31日掲載 
 
＜子供たちに税の使途について考える機会を提供した好事例＞  
 
 
 

大垣法人会②（岐阜） 

 
＜活動対象＞ 祭り会場に来場した子供たち 
 
＜活動の概要＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考資料＞ 
 進行説明書 
 税金クイズ 
 活動写真 
 
＜摘要＞ 
 特になし 
 
＜出典＞ 
 同会からの情報提供。 
 
※「同会からの情報提供」「過去の事例発表よりピックアップ」等の出典を表示します。 
 

税金クイズ大会 in ソフこい祭り 

 

・岐阜県の情報産業の拠点として整備された「ソフトピアジャパン」にて、 
ソフトピアジャパン文化祭「ソフこい祭り」が毎年開催されている。 

・この既存のイベントに参加、協力することによって多くの市民に法人会の 
活動を認知してもらう機会として、この事業に協賛し、青年部会の社会貢献 
事業の一環として、多くの子どもたちへの租税教育の一助となる事を目的とし 
て「税金クイズ大会」を実施。 

・ ソフこい祭りのメイン会場に税金クイズコーナーを設置し、来場の子ども 
たちに税金クイズに答えてもらい、その後、クイズ参加者全員にクジを引い 
てもらい 1等、２等、はずれに区分し景品を進呈。 

・ 参加賞としてシャーペンと全法連作成の「税について考えよう!クイズだゼイ!」
と e-TaxのＰＲパンフレットを配布。 

   （スタッフの確保が難しく、27年度から中止。） 
 

 



こども税金クイズ大会 in ソフこい祭り 進行説明書 

 

  形    式    ソフトピアジャパンで開かれる税金クイズ大会 
   
  日    時    平成２６年１０月１８日(土)  １０：００ ～ １５：３０ 

       集合時間 午前： ９時１５分 

             午後：１２時３０分  
   
  場    所    ソフトピアジャパン センタービル ３階  ソピアホール 
     
実施方法    

① 参加者にＡ４に書かれた税金クイズを答えてもらう 

 

② クイズは１０問 ○×（マルバツ）形式 

 

③ クイズを受付で渡し､回答用の机にて回答を記入してもらう 

 

④ クイズを回答したら答えを渡し､クジを引いてもらう 

 

⑤ 景品は以下のように区分します 

       １等       ３０個 （800円相当） 

       ２等      ３７０個  (100～300円相当) 

                    はずれ     １００個 

 

 

        以上が一連の流れとなります。 

 

 

※ クイズ参加は原則 1回のみとする。(５００枚配布) 

 

※  クイズは午前３００枚、午後２００枚配布 

 

※ 午前は１０時００分より１２時までとし、午後は１３時よりクイズを再開

します。終了は１５時００分までとします。 

 

 



No. ク  イ  ズ  の  問  題 解答○×

1 日本には昔「ウサギ税」があった。

2 宝くじに当たっても税金は払わなくてよい。

3 国の税金に関する法律は裁判官が決める。

4
公立小学校の児童一人に、一年間８０万円以上のお金が
かかっている。

5 子供は税金を納めなくてもよい。

6
外国で病気になって救急車を呼ぶと、お金を払わなけれ
ばならない国がある。

7
みんなが学校で使っている教科書、お父さんやお母さん
がお金を出して買っている。

8 国に納められた税金の使い道を決めるのは内閣である。

9
私たちが出したゴミの収集や処理のために税金が使われ
ている。

10
「税金を納めなくてはいけない。」と憲法で決められて
いる。

一般社団法人 大垣法人会  青年部会

平成26年10月18日(土)

平成26年度　こども税金クイズ大会 ｉｎ ソフこい祭り

クイズに答えるとクジ引き挑戦権がもらえます！！

次の問に○×でお答え下さい

※全問の回答ができたら、答えをもらってクジ引きに挑戦して下さい。



＜参考資料＞ 
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